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OGSGの取り組み（2007年）
古河 洋＊
［歴　史］
　大阪消化管がん化学療法研究会（OGSG）は
2000年に設立され，大阪・阪神間の病院医師
を中心に，胃がん・大腸癌・食道がんの臨床試
験をおこなってきた。2003年にはNPO臨床試
験推進機構を立ち上げ，OGSGを全面的に支援：
している。市販後臨床試験として，IAI相，II相，
比較II相試験を行い，一部，　III相試験もここ
ろみている。大規模III相試験は他の組織と組
むことや多くの組織を網羅した試験に参加する
ことで達成できると考えている。
［2007年の活動］
　2006年には4件（OGSG　O601－0604）のプロト
コールが完成し，実施を開始した。2007年に
は3件（OGSG　O701－0703）のプロトコールが完
成し，各施設のIRBで審査中である。（表1）
　昨年，JCOGとACTS－GCから2つの重要な
臨床試験の結果が発表された。
　①ACTS－GCは進行胃癌根治術後のTS－1療
　　法の効果について検証するものであり治験
　　に倣って臨床試験が組まれた。治療法は，
　　手術単独vs手術＋術後TS－1投与。対象
　　は，stage　II，III根治切除胃癌である。　TS－1
　　は術後1年間投与する。合計1，059例が
　　登録され，終了した。　結果，3年生存
　　率は，手術単独群70．19。，手術＋TS－1群
　　80．19。であった。両群間に有意差をみとめ
　　た（p＝0．003）。文献1）
　②JCOGでは，非切除進行胃癌に対して，5
　　一　FU　vs　CPT－11＋CDDPの優越性試験と同
　　時に5－FU　vs　TS－1の非劣性試験が行われ
　　た。その結果，CPT－ll＋CDDP療法は5－FU
　　に勝つ事はできなかったが，TS－1は他の
2群よりもあきらかに優秀であり，非切除
胃癌ではTS一・1が第一選択とされた。
これらの結果を考慮して，新しいプロト
コールが作られた。
［成　果］
2006－2007年にかけて論文化できたプロト
コールは以下のとおりである。
①OGSG　O202胃癌術後の予防的抗生物質
　　投与の必要性に関する第II相試験
　　Imamura　H．，　et　al：　Multicenter　phase　II　study
　　of　antimicrobial　prophylaxis　in　low－risk
　patients　undergoing　distal　gastrectomy　for
　　gastric　cancer．　Gastric　Cancer　2006，9：　32－35．
②OGSG　O101進行・再発胃癌に対する
　　CPT－11の24時間持続点滴＋CDDP静注併
　　用療法の第II相臨床試験
　　Imamura　H．，　et　al．：　Phase　II　study　of　protracted
　　irinotecan　infusion　and　a　low－dose　cisplatin　for
　　metastatic　gastric　cancer．World　Gastroenterol
　　2006，　28：　6522－6526．
③OGSG　O201転移性大腸癌に対するCPT－
　　11／5－FU／l－LV併用化学療法の第II相臨床試
　　験
　　Mishima　H，et　al．：　Multicenter　phase　II　study　of
　　irinotecan　plus　bolus　fluorouracil／　1－leucovorin
　　for　metastatic　colorectal　cancer．　Anticancer
　　Res，　2007，　27：　1003－1008．
④OGSG　O103進行・再発胃癌に対するTS－1
　　2週投与1週休薬投与法臨床第II相試験
　　Imamura　Hiroshi，　et　al．：　Multicenter　phase　II
　　study　of　2　weeks　administration　with　TS－1
　　followed　by　1　week　rest　against　metastatic
　　gastric　cancer．　Hepato一　Gastro一　enterol　2006
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　54：2167－2171．
現在，論文化準備中は4－5件である。
［表　1］
［夏季セミナーの開催］
OGSGでは毎年，「夏季セミナー」を開催し
ている。
①2006年8月：関西医科大学枚方病院講堂
　　「外来化学療法」。各病院に設置された，外
　　来化学療法室について紹介し，互いに討論。
②2007年8月：サンスクエア堺ホール「が
　　ん治療におけるStudy　GrOupの活動状況と
　展望」予定。今年は2002年に各地のstudy
　groupについて紹介してもらって5年経過
　　し，その後の活動について聞いた。
［市民公開講座の開催］
　OGSGでは2回／年，一般市民を対象とした
市民公開講座を開催している。
　①第3回2006年5月；箕面市「胃癌・大腸
　　がんは怖くない」，
　②第4回：2006年10月；八尾市「胃がん・
　　大腸がんの診断と治療一がんは怖くな
　　い一」，
　③第5回：2007年5月；吹田市「がん患者
　　を家で支える一がんと在宅医療一」
　④第6回：2007年11月；高槻市「最新の抗
　　がん剤治療を考える」
　参加者は40名一200名で，「臨床試験」への
参加を促進するテーマを選んでいる。
1）OGSG　O601
転移性大腸がんに対する
高盾р奄?奄?п@CPT－11＋5－FU／1－LV
ｹ用化学療法の多施設第II
且詞ｱ
2）OGSG　O602
進行・再発胃癌に対する3
沁｡療としてのpaclitaxel
翌??汲撃剴蒲^法の検討（第II
梶j
3）OGSG　O603
FOLFOX療法における柾ｽ神経症状に対する
barbamazepin投与の有効性
ｨよび，安全性に関する研
?i登録終了ASCO－GI発表）
4）OGSG　O604
病期IIIA／IIIB胃癌を対象と
ｵた術後補助化学療法とし
ﾄのドセタキセルとティー
Gスワン併用療法の検討
5）OGSG　O605
進行・再発大腸がんに対す
驍bPT－11＋5－FUILV＋UFTILV
ｹ用化学療法の第II相試験
6）OGSG　O701
TS－1単独またはTS．1／CDDP
ｹ用治療に抵抗性となった
i行・再発胃がんに対する
?沁｡療の無作為化第II相
詞ｱ（web登録）
7）OGSG　O702
進行・再発大腸がんに対
ｷるTS－1＋cpT－11療法　と
高eOLFOX6療法のランダム化
芒rH相試験
8）OGSG　O703
進行胃癌・再発胃癌におけ
驍sS－1＋PTX＋CDDP併用療
@の臨床第1／11相試験
［文献］
1）　Sakuramoto　S，　Sasako　M，　Yamaguchi　Y，
　　Kinoshita　T，　Fujii　M，　Nashimoto　A，　Furukawa
　　H，　Nakajima　T，　Ohashi　Y，　lmamura　H，
　　Higashino　M，　Ya皿amura　Y，　Kurita　A，　Arai
　　K，　for　the　ACTS－GC　Group：　Adjuvant
　　chemotherapy　for　gastric　cancer　with　S－1，
　　an　oral　fluoropyrimidine．　N　Engl　J　Med
　　357：1810－1820，2007．
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　　　　　　大販医科大学附属病院院長　竹中　洋先虫
　　　　　　　　　　　　第1郁　購湊
「最新の抗がん踊治療を知る一胃がん・大擬がん一」
旬会：近畿大学順癖内科　　　　　　　　　　　佐繊太郎先生
即日：国立がんセンター東病院消fヒ器内科／
　　　大阪癒科大学非常舳講師　　　　　　　　　宥野孝之先生
「今話題の分子標的治療薬ってどんな獲なの？」
司会：大阪匿科大学附属痢院化学療法センター　　　　国内比呂也先生
演轡；国立がんセンター中央病院逓鵬沿療センター／
　　　大販鰹科大学非常勧麟藤　　　　　　　　　田村碍治先th
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「セミナーに参加された協様からの
　　　　抗がん削に関ずる己簾悶にお管えします」
司会：＃庫医科大学教授　　　　　　　　　　　　笹子三津留先生
　　　よみうりテレビ　　　　　　　　　　　　　　罵田　薫
答える人＝
大阪医科大学附属病院化学療法センター［肺がん］　　虚田宝保鑑生
吐出がんセンター粟Pt院［消化齢がん】　　　　　　吉野孝之先生
薗立がんセンター中央病院τ擁がん罵全般】　　　　　　田村研治先生
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